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〈
学
生
生
活
課
〉

世
界
最
大
規
模
の
防
災
訓
練

ア
メ
リ
カ
『
Ｓ
ｈ
ａ
ｋ
ｅ

ｏ
ｕ
ｔ
』
日
本
版
の
実
施
に

向
け
た
公
開
講
演
会
の
お
知

ら
せ米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
約
１

０
０
０
万
人
が
参
加
す
る
防

災
訓
練
『
Ｓ
ｈ
ａ
ｋ
ｅ

ｏ

ｕ
ｔ
』
の
運
営
責
任
者
マ
ー

ク
・
ベ
ン
セ
ン
氏
ら
に
よ
る

公
開
講
演
会
を
実
施
し
ま

す
。
参
加
無
料
。
申
し
込
み

不
要
。

▽
日
時
∥
１１
月
１８
日
（
金
）

１５
～
１７
時
▽
場
所
∥
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
１
号
館
１４
号
教
室

▽
講
師
∥
マ
ー
ク
・
ベ
ン
セ

ン
氏
（
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

地
震
セ
ン
タ
ー
）
／
林
春
男

氏
（
京
都
大
学
防
災
研
究
所

教
授
）
／
平
田
直
氏
（
東
京

大
学
地
震
研
究
所
教
授
）

※
主
催
∥
九
都
県
市
首
都
直

下
地
震
対
策
研
究
協
議
会
、

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
委
員
会
／
後
援
∥
千
代
田

区
・
専
修
大
学
学
生
部

女
性
の
た
め
の
護
身
術
講
座

神
田
警
察
の
協
力
で
、
講

演
と
実
践
を
通
し
、
犯
罪
か

ら
身
を
守
る
方
法
を
学
び
ま

す
。
男
子
学
生
の
参
加
も
歓

迎
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

▽
日
時
∥
１２
月
６
日
（
火
）

１２
時
２０
分
～
１３
時
２０
分
▽
場

所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
第
３

体
育
室

※
両
講
座
の
問
い
合
わ
せ
は

神
田
学
生
生
活
課

m
a
i
l
:

k
g
a
k
u
s
e
i
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h

u
- u
.
a
c
.
j
p

向
ヶ
丘
遊
園
北
口
の
区
役

所
通
り
登
栄
会
商
店
街
振
興

組
合
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
「
が
ん
ば
ろ
う
！

日

本
‼
」
が
１０
月
１５
日
に
行
わ

れ
、
商
学
部
の
前
川
明
彦
ゼ

ミ
生
多
数
が
「
楽
器
作
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
企
画
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。

前
川
ゼ
ミ
は
、
川
崎
市
と

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
「
『
た
ま
音
楽
祭
』

（
１２
月
３
日
開
催
）
の
企
画

・
運
営
」
事
業
で
参
画
し
て

お
り
、
今
回
の
取
り
組
み
は

そ
の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
。
ゼ
ミ
生

は
、
自
分
た
ち
が
集
め
た
牛

乳
パ
ッ
ク
や
紙
コ
ッ
プ
を
使

っ
て
子
ど
も
た
ち
と
楽
器
を

制
作
し
、
交
流
し
た
。

同
商
店
街
振
興
組
合
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
市
橋
卓
也
さ

ん
（
経
営
４
）
が
１
年
次
か

ら
参
加
し
て
お
り
、
今
年
も

友
人
２
人
と
、
わ
た
あ
め
の

店
を
出
し
た
。
「
商
店
街
の

理
事
長
さ
ん
に
『
今
年
も
ぜ

ひ
出
店
を
』
と
、
誘
わ
れ
た

の
が
う
れ
し
か
っ
た
。
４
年

間
参
加
し
続
け
た
イ
ベ
ン
ト

な
の
で
、
卒
業
し
て
も
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

１０
月
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
か
い
わ
い
で
開
催

さ
れ
た
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
、
本
学
の
ゼ
ミ
生

や
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ

ー
が
参
加
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
た
。

１０
月
２２
日
に
生
田
緑
地
で

開
催
さ
れ
た
第
３４
回
多
摩
区

民
祭
に
も
、
多
く
の
専
大
生

が
参
加
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

で
は
吹
奏
楽
研
究
会
が
演

奏
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

降
り
だ
っ
た
が
、
多
く
の
市

民
が
軽
快
な
演
奏
に
耳
を
傾

け
た
。

こ
こ
に
も
前
川
明
彦
ゼ
ミ

が
参
加
し
、
手
作
り
楽
器
制

作
の
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。
ゼ

ミ
長
の
植
村
允
博
さ
ん
（
商

３
）は「
制
作
し
た
楽
器
を
持

っ
て
『
た
ま
音
楽
祭
』（
１２
月

３
日
、
多
摩
市
民
館
ホ
ー
ム

で
開
催
）
を
見
に
行
け
ば
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
の
演
奏

に
参
加
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

Ｐ
Ｒ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方

に
音
楽
祭
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
「Ｅ

ｍ
ｏ

Ｈ
ｉ

ｌ
ｌ

」
が
参
加
。
「
ス
タ
ン

ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
」
な
ど
を

歌
い
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
た
。

▲

わ
た
あ
め
を
販
売
し
た

市
橋
さ
ん（
登
栄
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
）

専
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
が
秋
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
１１
月
２
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
の
ア
ト

リ
ウ
ム
で
行
っ
た
。
メ
ン
バ

ー
１０
人
が
「
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｄ

Ｆ

Ｒ
Ｏ
Ｍ

Ｄ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
」

「
赤
と
ん
ぼ
」
（
山
田
耕

筰
）、「
ア
ン
ダ
ン
テ
カ
ン
タ

ー
ビ
レ
」
（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
）の
３
曲
を
披
露
。昼
食

時
の
ひ
と
と
き
を
潤
し
た
。

学
生
書
道
の
グ
ラ
ン
プ
リ

と
さ
れ
る
「
第
１６
回
全
日
本

高
校
・
大
学
生
書
道
展
」

で
、
佐
藤
由
美
さ
ん
（
経
営

３
）
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

昨
年
に
続
い
て
２
回
目
の

優
秀
賞
で
、
作
品
は
８
月

末
、
大
阪
市
立
美
術
館
で
展

示
さ
れ
た
。

受
賞
作
は
漢
字
を
行
草
体

で
表
し
た
創
作
作
品
。
タ
テ

２
㍍
に
な
る
大
作
だ
。

書
道
は
小
学
生
の
こ
ろ
か

ら
習
い
、
現
在
、
書
道
研
究

会
の
メ
ン
バ
ー
。
笠
原
伸
一

郎
ゼ
ミ
で
国
際
経
営
論
を
学

ぶ
。
出
品
作
品
は
笠
原
教
授

に
も
意
見
を
聞
き
、
選
ん
だ

と
い
う
。

「
書
道
は
創
造
す
る
喜
び

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
就
職
活
動
で
忙
し
く
な

り
ま
す
が
、
ず
っ
と
続
け
た

い
。
来
年
は
大
賞
を
目
指
し

ま
す
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

音
楽
サ
ー
ク
ル
が

定
期
演
奏
会
開
催

※
詳
細
は
各
団
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。マ

ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

第
４５
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１１
月
２６
日
（
土
）

１８
時
開
演
▽
場
所
∥
東
京
都

・
府
中
の
森
芸
術
劇
場
ウ
ィ

ー
ン
ホ
ー
ル
※
入
場
無
料

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

第
４７
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月
３
日
（
土
）

１４
時
３０
分
開
演
▽
場
所
∥
渋

谷
区
・
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
棟
大
ホ
ー
ル

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団

第
３９
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月
３
日
（
土
）

１３
時
３０
分
開
演
▽
場
所
∥
東

京
都
・
多
摩
市
立
複
合
文
化

施
設
「
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
」

▽
曲
目
∥
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
／
歌

劇
『
運
命
の
力
』よ
り
序
曲
、

ほ
か
▽
指
揮
者
∥
三
河
正
典

氏
※
当
日
券
∥
１
０
０
０
円

混
声
合
唱
団

カ
ッ
パ
コ
ー
ラ
ス
部

第
５３
回
定
期
演
奏
発
表
会

▽
日
時
∥
１２
月
１０
日
（
土
）

１７
時
３０
分
開
演
▽
場
所
∥
東

京
都
・
稲
城
市
立
ｉ
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル

色
白
の
人
よ
り
も
日
焼

け
し
た
人
に
、
よ
り
健
康

的
な
印
象
を
持
つ
人
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ま

た
、
太
陽
光
に
あ
た

る
こ
と
に
よ
っ

て
、
体
内
で
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
が
合
成
さ

れ
る
の
で
、
以
前

か
ら
積
極
的
な
日

光
浴
が
推
奨
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
も

思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最

近
、
太
陽
光
中
の

紫
外
線
を
、
特
に

日
焼
け
し
な
い
程

度
で
も
長
期
的
に
浴
び
る

と
皮
膚
の
老
化
で
あ
る
シ

ミ
や
シ
ワ
の
原
因
に
な
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
皮
膚
が

ん
の
原
因
と
も
な
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
眼
疾
患
の
白
内
障

と
の
関
連
も
い
わ
れ
始
め

ま
し
た
。
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
に
よ
る
紫
外
線
量
の
増

加
も
心
配
で
す
。

そ
こ
で
、
若
い
う
ち
か

ら
の
紫
外
線
対
策
が
推
奨

さ
れ
ま
す
。
皮
膚
へ
の
対

策
は
、
昼
中
心
の
生
活
を

し
て
い
れ
ば
あ
え
て
日
光

浴
を
し
な
く
て
も
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
不
足
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
必

要
以
上
の
長
時
間
、
日
光

に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
、

日
中
の
屋
外
活
動
の
際
に

は
日
焼
け
止
め
を
使
用
す

る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
の
紫
外
線
の
量
の

特
に
多
い
季
節
だ
け
で
な

く
一
年
中
使
用
す
る
こ

と
、
ま
た
、
曇
り
や
雨
の

日
で
も
紫
外
線
の
量
は
意

外
に
多
い
の
で
使
用
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り

将
来
起
き
得
る
皮
膚
の
老

化
を
遅
ら
せ
、
皮
膚
が
ん

の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
目
へ
の

対
策
と
し
て
は
、
屋
外
で

は
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
レ
ン
ズ
の

メ
ガ
ネ
ま
た
は
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
を
利
用
す
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、

色
白
の
人
の
方
が
よ
り
健

康
的
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

（
保
健
室
）

全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展
で
２
年
連
続
優
秀
賞

創
造
す
る
喜
び
教
え
ら
れ
た

佐
藤

由
美
さ
ん
（
経
営
３
）

日光浴は体にいい？

●
登
栄
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

商
学
部
前
川
ゼ
ミ
生
が

楽
器
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

● ● ●専大生が活躍● ● ●

地域イベント盛り上げる

▲

優
秀
賞
に
輝
い
た
大
作
を

前
に
す
る
佐
藤
さ
ん

●
多
摩
区
民
祭

吹

奏

楽

研

究

会

、
ア

カ

ペ

ラ

サ
ー
ク
ル「Ｅ

ｍ
ｏ

Ｈ
ｉｌｌ

」も
一
役

▲ アカペラを披露したEmo Hill

秋のミニコンサート

▲ 「赤とんぼ」など３曲を披露した

専フィル

▲ 前川ゼミのゼミ生たちは『たま音

楽祭』のＰＲを兼ね、ワークショ

ップを行った（多摩区民祭）

▲ オープニングパレードを彩った

吹奏楽研究会（多摩区民祭）
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